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　市債の状況を下の表にまとめまし

た。９月３０日現在の借入残高は一般

会計、特別会計、企業会計まで合わ

せて５８８億３,７９３万円、市民一人当た

りでは１０４万６,８２６円となっていま

す。（この借金の返済のうち、おお

よそ半分は国が交付税として手当て

をする約束となっており、実際の市

の負担は半分となります。）

　一方、９月末で基金は、２９億８３万

円の財政調整基金、１４億１,１８９万円の

地域振興基金など一般会計分の積み

立てる基金で８０億４,９５７万円となり

ました。

　このほか運用する基金として、公

共事業用地の先行取得を行う土地開

発基金や奨学資金を貸し付ける奨学

資金貸与基金があり、土地代金や貸

付金を含め、運用基金総額は１１億

５,２４２万円となりました。

　特別会計、企業会計まで含めた基

金総額は、１１１億９,５５３万円で、市民

一人当たり１９万９,１８７円となります。

□市の借金は約５８８億円、市の貯金は約１１２億円

市民一人当たり現在高区分

６３万９,６６８円３５９億０,９８３万円一般会計

３２万９,４７５円１８５億１,８４８万円特別会計

７万８,４５５円４４億０,９６２万円企業会計

１０４万６,８２６円５８８億３,７９３万円市債総計

市民一人当たり現在高区分
１７万３,５５０円９７億５,４５７万円積み立てる基金
１４万３,２１５円８０億４,９５７万円  一般会計に属する基金
３万０,３３５円１７億０,５００万円　特別会計に属する基金
２万０,５０４円１１億５,２４２万円運用する基金
５,１３４円２億８,８５４万円企業会計の基金

１９万９,１８７円１１１億９,５５３万円基金総計

市の借金（市債）の状況 市の貯金（基金）の状況

　市税収入は、予算額に対して６１.０

�と順調に納入されています。株式

譲渡所得割交付金や国庫支出金、県

支出金、市債などは、年度末に納入

されるため、非常に低い収入率と

なっていますが、ほぼ予算額どおり

納入される見込みです。

　歳出については、借金の返済（公

債費）や給料など毎月決まって支出

するものは、支出率も順調ですが、

建設事業などを多く持っている衛生

費、農林水産業費、土木費は年度末

の支出が多く、支出率は低くなって

います。また民生費は国民健康保険

や老人保健医療、介護保険事業など

の繰出金が下半期に支払われること

から、支出率が低くなっています。

　一般会計においても、市全体の歳

入・歳出の状況と同様、収入率・支

出率とも例年通りとなっています。

□市税収入率は６１％

収入率収入済額現計予算額科目

６１.０％４４億２,０８０７２億５,３１５市税

２９.２％１億２,５９６４億３,０８０地方譲与税

５０.１％１,３７９２,７５０利子割交付金

４３.７％６０８１,３９０配当割交付金

０％０２,７５０株式等譲渡所得割交付金

５９.８％３億１,０５４５億１,８９０地方消費税交付金

４４.６％５,６６３１億２,７００ゴルフ場利用税交付金

２２.６％５,９４１２億６,２３０自動車取得税交付金

１０９.２％７,６７２７,０２３地方特例交付金

６９.９％５７億３,４１４８２億０,０００地方交付税

０％０７２０交通安全対策特別交付金

３３.２％１億１,４５９３億４,５６１分担金及び負担金

３６.３％１億８,４６１５億０,８５７使用料及び手数料

８％１億０,８２２１３億５,３３４国庫支出金

５.４％１億１,９４９２２億１,５１８県支出金

３５.１％５,１１６１億４,５７４財産収入

７６.４％３,２７９４,２９２寄附金

０.２％２００１１億７,１４５繰入金

１００％１３億８,１７６１３億８,１７６繰越金

３６％２億３,３４４６億４,９３０諸収入

０％０４４億２,６５０市債

４４.７％１３０億３,２１３２９１億７,８８５合計

一般会計収入の状況

支出率支出済額現計予算額科目

５０.０％１億２,１２０２億４,２６０議会費

３３.７％１４億０,６０４４１億６,７０９総務費

３２.２％１８億１,５１０５６億３,９１２民生費

２３.８％９億０,２６９３７億９,３９２衛生費

８９.２％４,７００５,２７０労働費

２２.６％３億４,２８５１５億１,８６８農林水産業費

４０.５％２億０,４７９５億０,５４９商工費

１４.６％５億６,８１３３８億９,８２１土木費

３８.１％６億６,６６５１７億４,７５６消防費

３６.０％１１億６,１８５３２億２,７６４教育費

５１.９％６,０２６１億１,６１３災害復旧費

４９.０％２０億７,７５９４２億３,９７１公債費

０.０％０３,０００予備費

３２.１％９３億７,４１５２９１億７,８８５合計

一般会計支出の状況（万円） （万円）
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本年度上半期の財政状況を公表
 一般会計・特別会計で予算の３４.９％を支出済み

　市では、市民の皆さんにより一

層、市政に対する理解と関心を深め

ていただくため、定期的に市の財政

状況を公表します。

　今回は、平成２０年４月１日から平

成２０年９月３０日までの半年間の予算

執行および基金、地方債の状況をお

知らせします。

□約１８億９千万円の増額補正

合計補正額当初予算額内訳

２９１億７,８８５万円１６億８,８８５万円２７４億９,０００万円一般会計

１４６億６,１８０万円２億０,５４０万円１４４億５,６４０万円特別会計

７１億２,６６０万円―７１億２,６６０万円企業会計  

５０９億６,７２５万円１８億９,４２５万円４９０億７,３００万円合計

　本年度上半期の予算の状況を下の

表にまとめました。上半期では一般

会計は１６億８,８８５万円の増額（繰越明

許費含む）、特別会計は２億５４０万円

の増額補正を行いました。

　総額では一般会計が２９１億７,８８５万

円、特別会計は合計で１４６億６，１８０万

円、企業会計は７１億２,６６０万円となり

ました。

　補正予算の主な内訳は、６月には

一般会計で地震体験車購入３,３７４万

円、林道大沢線災害復旧工事７１５万

円を増額補正しました。

　９月には残土処分場用地購入

９,６００万円、じん芥処理施設の燃料費

８,８１９万円、小学校耐震補強計画業務

委託１,８９９万円を増額しました。

　また特別会計では、国民健康保険

事業特別会計で、前年度退職者医療

療養給付交付金等の精算で６,２５２万

円増額、介護保険特別会計（事業勘

定）で前年度介護給付費負担金など

の精算で２,６０８万円を増額しました。

□一般会計４４.７％が収入済み
　一般会計では、収入率４４.７�、支

出率３２.１�で、 特別会計合計は、収

入率３０.３�、支出率４０.４㌫ となって

います。

　一般会計の支出は、建設事業の工

事費や委託料は事業が完了してから

の支出となりますので支出率は低く

なっています。また特別会計の収入

では国、県支出金や市債は事業が完

了後に収入となることや、一般会計

繰入金が年度末となることから、収

入率は低くなっています。

　また、企業会計では、水道事業会

計の収益的支出が２４.６�と資本的支

出が５.６�となっていますが、固定資

産の減価償却費や建設事業費の支出

が下半期となっているために低く

なっています。病院事業会計では収

益的支出が３６.５�、資本的支出が

３０.５�となっていますが、収益的支

出は病院の医業費用が主な予算であ

るため、順調に支出されています。

資本的支出は施設改修工事や医療機

器等の建設事業費であるため低く

なっています。国民健康保険診療所

事業会計では収益的支出が３７.２�

で、資本的支出は３.８�となっていま

すが、これは人工透析施設整備事業

の支出が年度末になるためです。ま

た介護老人保健施設事業会計は収益

的支出４６.７�、資本的支出４２.７�と

なっており、両支出とも順調に執行

されています。

一般会計
２９１億７,８８５
１３０億３,２１３

予算額
収入済額

歳入の状況

特別会計
１４６億６,１８０
４４億４,９８１

企業会計
６６億２,９４２
２０億８,２６７

収入率
４４.７％

収入率３０.３％

収入率３１.４％

一般会計
２９１億７,８８５
９３億７,４１５

歳出の状況

特別会計
１４６億６,１８０
５９億２,１４１

企業会計
７１億２,６６０
２１億７,２４４

支出率
３２.１％

支出率４０.４％

支出率３０.５％

予算額

補正予算の状況

０ １００ ２００ ３００（億円） ０ １００ ２００ ３００（億円）

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む　※企業会計の予算額は歳出予算

予算額（収入済額） （歳出済額）
（万円）

予算額
歳出済額

（万円）


